






















































































































































































100.0 71.1 25.9 19.9 22.5 0.4 2.3 7.5 9.3 2.5 9.6
平成
16年
100.0 66.1 24.7 18.8 20.3 0.6 1.7 8.7 13.6 6.0 5.6
平成
19年
100.0 60.0 25.0 17.9 14.3 0.3 2.5 10.7 12.0 0.6 16.8
平成
22年







男性介護者 30.6 100.0 28.1 100.0
夫が妻を介護 13.8 45.2 13.3 47.3
息子が父親を介護 3.2 10.4 2.5 9.0
息子が母親を介護 12.3 40.4 10.8 38.3
「婿」が義父を介護 0.1 0.2 - -
「婿」が義母を介護 0.3 0.9 0.4 1.6
父が息子を介護 0.0 0.2 0.0 0.1
父が娘を介護 0.0 0.1 0.0 0.0
その他の男性親族が男性要介護者を介護 0.1 0.4 0.4 1.3
その他の男性親族が女性要介護者を介護 0.7 2.2 0.7 2.4
女性介護者 69.4 100.0 71.9 100.0
妻が夫を介護 26.3 37.8 28.4 39.5
娘が父親を介護 2.8 4.0 3.4 4.7
娘が母親を介護 14.3 20.6 13.2 18.3
「嫁」が義父を介護 4.2 6.1 5.1 7.1
「嫁」が義母を介護 19.1 27.5 18.3 25.4
母が息子を介護 0.2 0.4 0.3 0.4
母が娘を介護 0.1 0.2 0.2 0.3
その他の女性親族が男性要介護者を介護 0.4 0.5 0.6 0.8



































































































































































































































































































































































































副介護者」もいるのは 54.7 ％であった。町田市と前橋市は若干ちがうが，およそ「主介護者」のみの人は約 1／ 4
であり，「主介護者」と「副介護者」がいるのが約半数，「主介護者」「副介護者」「副副介護者」がいるのが約1／
4であった。諏訪郡は「主介護者」のみの人は約1／4であり，「主介護者」と「副介護者」がいるのが約2割，「主
介護者」「副介護者」「副副介護者」がいるのが約半数であった。これら「主介護者」「副介護者」は，介護の程度
はかなり異なり，「主介護者」に大きく介護が偏っていることがわかっている。
また，この調査はさらに「介護支障」を分析をしている。ここでいう介護支障とは「介護者がいない」（世話し
てもらっていないか，主介護者が家族・親族以外である），「別居介護」（普段使っている交通機関をもちいて15分
以上離れたところに住んでいる），「高齢介護」（70歳以上），「病弱介護」（健康がすぐれない，身体が不自由なため
に，お世話にさしさわりがあるか，妊娠中），「有業介護」（常勤，自営業・農業），「他に要介護者がいる」（他に世
話をする病人や乳幼児を抱えている）である。この基準に沿ってそれぞれ介護支障のある介護者の割合がしめされ
ている。町田市は「主介護者」は45.8％に介護支障があり，「副介護者」は65.6％に介護支障がある。前橋市は「主
介護者」は51.2％に介護支障があり，「副介護者」は67.8％に介護支障がある。諏訪郡は「主介護者」は60.6％に介
護支障があり，「副介護者」は70.2％に介護支障がある。介護支障の割合は高い。
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20年以上も前の話であるが，多くの人が「支障」をかかえながら介護をしていたことが推察される。それから20
年が経過して，いずれの地域でもむしろ「介護支障」は増加しているのではないだろうか。
注5）
Ⅰの3～5の記述では，森川美絵（2008），笹谷春美（2008），上野千鶴子（2011，2013）の文献が参考になった。
注6）
ＮＰＯ法人介護者サポートネットワークセンター・アラジン（2011）によれば，ケアラーの年齢が 40 歳未満の人
は6.5%いる。
注7）
配票調査およびその一次的結果については，詳しくは高田洋子（2013）参照。
注8）
ＮＰＯ法人介護者サポートネットワークセンター・アラジン（2011）の了解を得た上で参考にしている。このアラ
ジンの調査では調査対象者の年齢を40歳以上85歳のように制限していない。また5地域（北海道夕張郡栗山町，東
京都杉並区高円寺地区，新潟県南魚沼市，静岡県静岡市葵区安東学区，京都府京都市山科区音羽川学区）で行われ，
それらを集計している。北海道夕張郡栗山町では5645世帯に配布し，3696票回収（65.6％），東京都杉並区高円寺
地区では3500世帯に配布し，657票回収（18.8％），新潟県南魚沼市では4120世帯に配布し，2891票回収（70.2％），
静岡県静岡市葵区安東学区では5400世帯に配布し，1482票回収（27.4％），京都府京都市山科区音羽川学区では2976
世帯に配布し1937票回収（65.1％）である。
この調査では，ケアラーがいる世帯の割合は約5世帯に1世帯（19.4%）で「気づかいのケアラー」を含めると約
4世帯に1世帯（27.0%）であった。
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